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   2024.10.4 

（社）アジアビジネス連携協議会 

                       代表理事 中山 良一 

  

１）自己紹介 

   

・１９７２    長崎大学経済学部卒業  NEC 入社（海外営業 G） 

・１９７７～８２ インドネシア ジャカルタ事務所（首席駐在員） 

・１９８５～８８ シンガポール事務所（首席駐在員） 

・１９９１～９４ 北京事務所（首席駐在員） 

・１９９１～（株）アジアソリューション 代表取締役（現任） 

・２０１７～（社）アジアビジネス連携協議会 代表理事（現任） 

 

 ２）関与した主要プロジェクト／ビジネス 

 

 ・中国（上海）～日本（天草）通信海底ケーブル   1976  

 ・インドネシア人口統計コンピュータシステム    1980  

 ・シンガポール テレコム通信近代化        1985～88  

 ・IT システムソリューション、データ入力、貿易、コンサルタント 

  人材育成                    ～  現在 

 

３）中国経済の低迷 

  

・不動産バブル崩壊、地方政府債務問題など 

・外国からの投資減少、外資企業の撤退 

・労働コスト上昇、高齢化社会の到来 

・大学生などの就職問題 

・海外中国人ネットワークの動向 

 

４）インド市場の台頭と課題 

  

・世界最大の民主主義国、中国に代わる巨大市場 

・優秀な人材（AI、IT など） 

・貧困、カーストなどの問題 

・日本企業の進出遅れ 

 ・印僑ネットワーク 
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５）経済安全保障と地政学 

  

・民主主義国家と権威主義国家の対立 

・自由で開かれたインド太平洋戦略 

・台湾、南シナ海、フィリピン、マラッカ海峡 

・日本と ASEAN 諸国の信頼関係 

 

     ６）日本と九州の戦略 

  

・東アジアの事業統括拠点 

・半導体、IT 企業誘致とグローバル人材育成 

・香港に代わる 新たな金融センター 

・中国から ASEAN、インドへ 

・戦略的観光客誘致（群馬県みなかみ町の例） 

  

７）グローバル人材育成の新たな視点 

  

・現場の英語力、交渉力 

・国際教養、日本～諸外国との交流史 

・日本人としての見識 

・国際ビジネスマナー 

  

８）皆様に 贈りたい言葉 
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